
３
７
２
人
だ
っ
た
（
親
戚
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
公
営
住

宅
な
ど
に
入
居
）。

　

さ
ら
に
今
回
の
災
害
に
よ
っ
て
出
た
瓦が
れ
き礫
な
ど
の

ご
み
総
量
は
推
計
約
16
万
９
０
０
０
ｔ
（
平
成
24
年
４

月
20
日
現
在
、
処
理
済
み
は
約
６
万
８
０
０
０
ｔ
）。

平
成
22
年
度
の
八
戸
市
の
通
常
の
ご
み
総
量
８
万

８
０
０
０
ｔ
の
倍
に
近
い
。

　

こ
の
よ
う
に
市
の
経
済
基
盤
を
支
え
る
港
湾
・
漁

港
関
係
施
設
や
臨
海
部
の
民
間
工
場
群
な
ど
に
未
曾

有
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
市
政
運
営
に

も
市
民
の
心
に
も
大
き
な
つ
め
跡
を
長
く
残
す
こ
と

に
な
る
も
の
と
一
時
は
憂
慮
さ
れ
た
。

震
災
後
1
年
間
の
復
興
に
向
け
た 

各
種
取
り
組
み

　
「
八
戸
市
は
３
年
前
の
平
成
21
年
５
月
１
日
に
市

制
施
行
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
83
年
前
（
昭
和
４

年
）
に
４
町
村
が
合
併
し
、
八
戸
市
を
つ
く
っ
た
と

き
の
目
的
は
、
市
制
施
行
で
周
辺
町
村
が
一
つ
に
な

り
、
全
国
有
数
の
立
派
な
漁
港（
八
戸
港
）を
つ
く
ろ

う
、
確
固
た
る
水
産
都
市
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の

で
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
八
戸
港
や
臨
海
部
の

存
在
は
八
戸
市
経
済
の
根
幹
で
あ
り
、
市
民
の
精
神

的
支
柱
と
い
え
ま
す
」（
小
林
市
長
）

　

実
際
、
八
戸
港
は
昭
和
初
期
以
来
の
数
次
に
わ
た

る
大
規
模
な
埋
め
立
て
事
業
な
ど
で
近
代
的
港
湾
と

し
て
順
調
に
発
展
。
現
在
で
は
コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物

量
が
４
万
５
４
３
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
標
準
サ

イ
ズ
の
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
個
分
に
換
算
。
こ

の
取
扱
量
は
平
成
22
年
度
に
お
い
て
東
北
の
港
湾
中

第
３
位
）
に
上
る
物
流
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

八
戸
漁
港
の
平
成
23
年
の
水
揚
げ
高
も
12
・
１
万
ｔ

（
全
国
7
位
）
と
全
国
有
数
の
規
模
だ
。
ま
た
八
戸
漁

港
は
全
国
13
の
特
定
第
三
種
漁
港
（
国
の
食
糧
生
産

に
お
け
る
最
重
要
漁
港
）
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
、
Ｅ

Ｕ
基
準
の
ハ
サ
ッ
プ
対
応
の
荷
捌
き
施
設
も
現
在
建

築
中
だ
。
こ
れ
は
特
定
第
三
種
漁
港
を
対
象
と
す
る

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
昨
年
春
に
完
成
の
予
定
だ
っ
た

が
、
津
波
被
害
に
よ
り
今
秋
に
延
期
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
港
湾
か
ら
続
く
臨
海
部
の
工
業
地
帯
を
中

心
と
す
る
八
戸
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
高
く
（
平
成

21
年
５
０
３
６
億
円
）、
昭
和
39
年
の
新
産
業
都
市

指
定
以
降
、
八
戸
市
は
北
東
北
最
大
の
工
業
都
市
の

地
位
を
保
っ
て
き
た
。

　
「
そ
れ
だ
け
に
大
震
災
で
八
戸
港
や
臨
海
部
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
当
初
は
、
官
民
と
も
に
、
明
日

の
八
戸
の
経
済
や
市
民
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
非
常
に
大
き
な
落
胆
、
無
力
感
に
襲
わ
れ
ま

し
た
」（
小
林
市
長
）

　

だ
が
八
戸
港
は
今
、
予
想
外
の
早
さ
で
よ
み
が
え

未
曾
有
の
被
災
か
ら
の
早
期
回
復

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
1
年
強
が
経
過
し
た
今
年
５
月
16
日
、
警
察
庁

緊
急
災
害
警
備
本
部
は
今
回
の
震
災
に
お
け
る
死
者

数
を
全
国
で
１
万
５
８
５
８
名
、
行
方
不
明
者
数
を

３
０
２
１
名
と
発
表
し
た
（
10
数
回
に
わ
た
る
余
震
の

被
害
も
含
む
）。
ま
さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
八
戸
市
も
、
被
害

総
額
が
約
１
２
１
２
億
円
と
巨
額
に
上
る
な
ど
、
甚

大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
（
平
成
23
年
12
月
末
時
点

で
判
明
し
た
分
。
以
下
の
被
害
額
も
同
様
）。
こ
れ

は
青
森
県
全
体
の
被
害
総
額
約
１
３
４
４
億
円
（
平

成
24
年
３
月
９
日
現
在
）の
９
割
以
上
に
相
当
す
る
。

　

八
戸
港
に
押
し
寄
せ
た
津
波
の
高
さ
は
６
・
２
ｍ

（
港
湾
に
お
け
る
最
大
値
は
大
船
渡
港
の
９
・
５
ｍ
）。

し
か
し
、
地
理
的
に
震
源
地
か
ら
津
波
が
直
接
到
達

す
る
方
位
で
な
か
っ
た
こ
と
や
、
頑
強
な
港
湾
施
設

や
臨
海
部
に
建
ち
並
ぶ
工
場
を
は
じ
め
と
し
た
堅け
ん
ろ
う牢

な
建
物
な
ど
が
防
潮
堤
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

が
、
津
波
の
大
き
さ
に
比
較
し
て
人
的
被
害
（
死
者

１
名
、
行
方
不
明
者
１
名
）が
小
さ
か
っ
た
一
因
だ
。

さ
ら
に「
チ
リ
地
震
津
波（
昭
和
35
年
）、
十
勝
沖
地

震（
昭
和
43
年
）、
三
陸
は
る
か
沖
地
震（
平
成
6
年
）

な
ど
度
重
な
る
震
災
お
よ
び
津
波
の
被
害
か
ら
培
わ

れ
た
経
験
も
、
八
戸
市
で
は
運
よ
く
働
い
た
側
面
も

あ
っ
た
」と
、
小
林
眞
八
戸
市
長
は
分
析
す
る
。

　
「
先
人
が
長
年
に
渡
っ
て
築
き
上
げ
た
港
湾
・
漁

港
施
設
や
、
臨
海
部
の
工
場
・
水
産
基
地
な
ど
が
、

津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
衰
さ
せ
た
こ
と
と
、
さ
ら

に
八
戸
市
に
は
、
地
震
が
起
き
た
ら
何
を
お
い
て
も

す
ぐ
逃
げ
る
と
い
う
、
過
去
の
体
験
か
ら
得
た
教
訓

が
生
き
る
時
間
が
辛
う
じ
て
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

　

前
述
の
よ
う
に
そ
の
一
方
で
、
臨
海
部
の
民
間
工

場
な
ど
商
工
関
係
の
被
害
が
大
き
く
、
被
害
額
は
約

５
６
７
億
円
。
次
い
で
八
戸
港
の
港
湾
施
設
な
ど
の

建
設
関
係
が
約
４
１
３
億
円
。
漁
港
施
設
な
ど
の
農

林
水
産
関
係
そ
の
ほ
か
で
約
２
３
２
億
円
の
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

住
宅
の
被
害
は
全
壊
が

２
５
４
棟
、
大
規
模
半
壊
・
半
壊
が

７
７
１
棟
に
及
び
、
公
営
住
宅
へ
の
被
災
者
の
一
時

入
居
は
ピ
ー
ク
時
の
昨
年
５
月
で
４
３
９
人

（
１
５
７
戸
分
）
を
数
え
た
。
そ
の
際
、
八
戸
市
で
は

仮
設
住
宅
を
使
用
せ
ず
、
家
を
失
っ
た
被
災
者
は
公

営
住
宅
か
公
的
施
設
な
ど
に
避
難
し
た
。
ま
た
福
島

県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
な
ど
県
外
か
ら
八
戸
市
に
居

を
移
し
た
避
難
者
は
ピ
ー
ク
時
の
昨
年
10
月
で

（青森県）

創
造
的
復
興
に
よ
る
再
ス
タ
ー
ト

強
く
元
気
で
美
し
い
郷
土
の
構
築

市 政 ル ポ 八
は ち の へ

戸市

小
こばやし

林　眞
まこと

八戸市長
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（青森県）

り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
八
戸
港
の
機
能
回
復
と
と
も

に
、
市
全
体
の
活
気
も
急
速
に
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　

八
戸
港
復
興
へ
の
動
き
は
港
内
に
大
量
に
浮
遊
・

沈
没
し
て
い
た
瓦
礫
の
撤
去
か
ら
始
ま
っ
た
。
国
土

交
通
省
八
戸
港
湾
･
空
港
整
備
事
務
所
、
海
上
保
安

庁
、
青
森
県
、
海
上
自
衛
隊
な
ど
の
関
係
機
関
が
連

携
し
て
航
路
・
泊
地
の
啓
開
作
業
に
あ
た
り
、
震
災

か
ら
2
週
間
後
に
は
、
船
舶
の
入
港
が
再
開
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
震
災
３
カ
月
目
の
昨
年
６
月
ま
で
に
、

瓦
礫
の
撤
去
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
港
内
の

船
舶
航
路
が
ほ
ぼ
確
保
さ
れ
、
臨
海
工
業
地
帯
の
工

場
群
も
次
々
に
出
荷
を
開
始
し
た
。
震
災
後
１
年
３

カ
月
後
の
現
在（
平
成
24
年
６
月
）で
は
、
フ
ル
生
産

体
制
に
こ
ぎ
つ
け

て
い
る
工
場
も
少

な
く
な
い
。
八
戸

港
の
全
体
的
復
旧

は
、
平
成
25
年
度

末
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

茫ぼ
う
ぜ
ん然
自
失
の
状

態
か
ら
数
カ
月
で
、

八
戸
港
・
臨
海
部

の
復
旧
・
復
興
が

進
ん
だ
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
小
林
市

長
は
第
一
に
「
港
湾

関
係
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高

さ
」を
挙
げ
る
。

　

八
戸
市
で
は
市
街
地
復
興
と
と
も
に
、
八
戸
港
復

活
が
局
面
打
開
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

は
前
述
の
よ
う
に
明
ら
か
だ
っ
た
。
近
代
的
港
湾
の

構
築
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
復
興
に
際
し

て
の
明
確
さ
を
生
み
、「
港
湾
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
大
き
く
か
き
立
て
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
た
復
興
へ
の
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
糧
に
、
港
湾
部
の
機
能
の
早
期
回
復
を
果

た
し
た
八
戸
市
は
震
災
半
年
後
の
昨
年
９
月
26
日
、

震
災
復
興
に
向
け
た
市
政
運
営
の
要
と
な
る
「
八
戸

市
復
興
計
画
」（
平
成
23
〜
32
年
度
）
を
策
定
し
た
。

被
災
者
の
生
活
再
建
、
地
域
経
済
の
再
興
、
都
市
基

盤
の
再
建
、
防
災
力
の
強
化
を
骨
子
と
す
る
復
興
計

画
の
目
指
す
都
市
像
は
『
よ
り
強
い
、
よ
り
元
気
な
、

よ
り
美
し
い
八
戸
』と
定
め
ら
れ
た
。

　
「
震
災
は
確
か
に
不
幸
な
体
験
で
す
が
、
そ
の
体

験
を
バ
ネ
に
む
し
ろ
震
災
前
よ
り
も
強
く
、
よ
り
元

気
で
、
さ
ら
に
美
し
い
八
戸
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
意

気
込
み
、
い
わ
ば
創
造
的
な
復
興
を
目
指
す
宣
言
で

も
あ
り
ま
す
」（
小
林
市
長
）

目
指
す
は
八
戸
市
な
ら
で
は
の 

創
造
的
復
興

　
「
八
戸
市
復
興
計
画
」
が
掲
げ
る
「
創
造
的
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
①
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
②
災
害
時
安
全
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
③
水
産
拠
点
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
④
農
業
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
⑤
八
戸
港
活
用
産
業
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
産
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
⑦『
三
陸
復
興
国
立
公
園
』プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
⑧
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

８
項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
３
月
２
日
に
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
区
域
法
に
基
づ
き
、
青
森
県
・
三
沢
市
・
お
い
ら

せ
町
・
階
上
町
と
共
同
で
申
請
し
た
「
あ
お
も
り
生

業
づ
く
り
復
興
特
区
（
復
興
推
進
計
画
）」
が
国
の
認

定
を
受
け
た
。
こ
の
復
興
特
区
に
は
、
市
内
の
復
興

産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
対
象
事
業
要
件
（
集
積

業
種
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
す
る
法
人
ま
た
は
個

人
事
業
主
が
行
う
、
雇
用
機
会
の
確
保
に
寄
与
す
る

事
業
）
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
す
る
企
業
等
に
対

し
て
、
税
制
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
措
置
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
復
興
特
区
の
活
用
に
よ
り
、
企
業
立
地
や

新
た
な
設
備
投
資
、
生
産
能
力
拡
充
な
ど
に
よ
る

産
業
集
積
の
形
成
と
活
性
化
の
促
進
、
産
業
集
積

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
震
災
に
よ
る
解
雇

者
の
早
期
雇
用
機
会
の
確
保
な
ど
を
中
心
に
大
き

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
（
新
規
雇
用
人
数
の
目
標
は

１
０
０
０
人
）。

　
「
産
業
関
連
の
復
旧
に
は
、
国
の
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
な
ど
各
種
支
援
制
度

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
こ
の
復

興
特
区
を
よ
り
多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
一
日
も
早
い
創
造
的
復
興
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」（
小
林
市
長
）

　

あ
お
も
り
生
業
づ
く
り
復
興
特
区
を
活
用
し
て
八

戸
市
が
集
積
を
目
指
す
業
種
は
次
の
通
り
だ
。

•
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
産
業
（
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
・
環
境
配
慮
型
素
材
関
連
産
業
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
力
化
技
術
・
環
境
負
荷
低
減
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
）

•
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
産
業
（
医
療
機
器

部
材
産
業
・
医
療
用
機
械
器
具
関
連
産
業
、
健
康

食
品
、
化
粧
品
、
医
薬
品
お
よ
び
医
療
・
介
護
用

品
関
連
産
業
）

•
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
先
端
産
業
（
半
導
体
製
造

装
置
、
半
導
体
、
情
報
通
信
機
器
等
の
製
造
業
、

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
）

•
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
「
あ
お
も
り
食
産
業
」

（
食
品
関
連
産
業
）

•
情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連
産
業

　
「
八
戸
市
復
興
計
画
」
が
目
指
す
創
造
的
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
新
た
な
企
業

等
の
集
積
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
震
災
で
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
負
っ
た
八
戸
市
の「
創
造
的
復
興
」は
完
遂

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

よ
り
強
く
、
元
気
で
、
美
し
い
郷
土
を
！

　

今
回
の
取
材
で
は
被
害
の
大
き
か
っ
た
八
戸
港
を

中
心
に
、
市
内
各
所
を
回
っ
て
歩
い
た
。
八
戸
港
お

よ
び
臨
海
部
に
つ
い
て
は
、
被
災
直
後
の
破
壊
と
混

乱
を
極
め
た
写
真
を
事
前
に
見
て
い
た
た
め
、
か
た

ず
を
の
む
思
い
で
足
を
踏
み
入
れ
た
。
実
際
、
瓦
礫

の
集
積
所
に
は
ま
だ
大
量
の
ご
み
が
山
積
し
、
青
い

シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
長
大
な
防
潮
堤
復
旧
工
事
現

場
、
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
て
殺
到
し
た
津
波
に
根
こ

そ
ぎ
持
っ
て
行
か
れ
た
防
潮
林
の
生
々
し
い
傷
跡
な

ど
か
ら
は
、
津
波
の
持
つ
強
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
改

め
て
想
像
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
広
大
な
港
湾

部
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
全
体
を
概

観
す
れ
ば
、
表
面
的
に
は
ほ
と
ん
ど
被
災
の
痕
跡
は

消
え
た
と
い
っ
て
い
い
。
そ
の
整
然
と
し
た
港
内
の

震災後に実施された津波避難訓練

八戸港に設けられた瓦礫集積所

自衛隊の救援活動

八戸市埋蔵文化財センター「是川縄文館」
が誇る国宝・合掌土偶

八戸市埋蔵文化財センター「是川縄文館」
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（青森県）

様
子
に
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
も
震
災
や
津
波
被
害
に

粘
り
強
く
立
ち
向
か
っ
て
き
た
地
域
の
人
々
の
底
力

を
見
る
思
い
が
し
た
。

　

ま
た
中
心
市
街
地
に
立
地
す
る
「
八
戸
ポ
ー
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
」（
平
成
23
年
２
月
11
日
オ
ー

プ
ン
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５
階
建
て
）
で
は
、

よ
り
強
く
、
よ
り
元
気
で
、
よ
り
美
し
い
郷
土
を
創

ろ
う
と
す
る
市
民
の
、
声
高
で
は
な
い
が
地
に
足
の

着
い
た
静
か
な
活
気
と
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
八

戸
市
の
着
実
な
足
取
り
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て

き
た
。

　
「《
は
っ
ち
》
の
性
格
を
一
言
で
説
明
す
る
の
は
と

て
も
難
し
い
」
小
林
市
長
が
苦
笑
し
な
が
ら
言
う
よ

う
に
、《
は
っ
ち
》の
機
能
と
魅
力
は
多
面
体
的
だ
。

　

例
え
ば
約
７
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
郷
土
玩
具
八

幡
馬
２
８
８
体
の
列
柱
が
迎
え
る
１
階
に
は
、
ウ
ミ

ネ
コ
の
繁
殖
地
・
蕪
島
や
美
し
い
海
岸
線
で
知
ら
れ

る
種
差
海
岸
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
観
光
展
示
（
屋

台
形
式
）
が
あ
り
、
こ
こ
に
来
れ
ば
八
戸
の
魅
力
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
分
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
２

階
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
戸
え
ん
ぶ

り
」
な
ど
八
戸
の
伝
統
文
化
が
精
巧
な
ジ
オ
ラ
マ
や

模
型
で
展
示
さ
れ
、
１
２
０
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
も

あ
る
。
３
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
よ
び
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
使
え
る「
和
の
ス
タ
ジ
オ
」な
ど
、
市
民
の
文
化
芸

術
活
動
と
発
表
の
場
が
中
心
の
フ
ロ
ア
。
４
階
は
子

育
て
支
援
機
能
を
備
え
た「
こ
ど
も
は
っ
ち
」や
、
地

元
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
へ
の
起
業
支
援
を
目
的
と
す
る

「
も
の
づ
く
り
ス
タ
ジ
オ
」、
料
理
教
室
な
ど
に
も
対

応
す
る「
食
の
ス
タ
ジ
オ
」な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
各
階
に
は
リ
ビ
ン
グ
（
自
由
な
休
憩
空
間
）
が

あ
り
、
市
民
も
観
光
客
も
、
思
い
思
い
に
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
が
い
い
。
さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
宿
泊
も
可
能
な
５
階
の
レ
ジ
デ
ン
ス
。
こ
こ
に
は

市
外
か
ら
来
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
泊
ま
り
込
み
、
地

域
活
性
化
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
て

い
く
空
間
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　

観
光
交
流
施
設
で
あ
り
、
市
民
の
多
目
的
活
動
拠

点
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
拠
点
、
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

で
も
あ
る
。
ま
ち
を
彩
る
多
面
的
な
ソ
フ
ト
が
集
ま

り
、
建
物
全
体
が
文
化
的
な
一
つ
の
ま
ち
を
形
成
し

て
い
る
。
建
物
の
中
を
巡
っ
て
い
る
と
、
震
災
後
の

八
戸
の
創
造
的
復
興
を
推
進
す
る
市
民
の
思
い
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
日
本
中
の
人
々
と

の「
絆き
ず
な」が

そ
こ
か
し
こ
に
感
じ
ら
れ
て
心
地
良
い
。

　
「
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
名
乗
る
の
は
、
港

湾
で
成
り
立
つ
八
戸
と
い
う
ま
ち
を
、
こ
こ
を
足
場

（
ポ
ー
ト
＝
港
）
に
見
て
回
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市

外
の
方
た
ち
に
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
八
戸
の
魅

力
を
デ
ィ
ー
プ
に
知
る
キ
ッ
カ
ケ
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
」（
小
林
市
長
）

　

国
立
・
国
定
お
よ
び
県
立
自
然
公
園
の
再
編
を
目

指
す
環
境
省
は
昨
年
５
月
、
大
震
災
の
被
害
に
遭
っ

た
宮
城
県
牡
鹿
半
島
周
辺
か
ら
青
森
県
八
戸
市
に

至
る
「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」
構
想
を
発
表
し
た
。

ま
た
、「
東
北
海
岸
ト
レ
イ
ル
」
構
想
に
お
い
て
は
、

福
島
県
相
馬
市
・
松
川
浦
か
ら
八
戸
市
・

蕪
島
ま
で
の
遊
歩
道
整
備
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
個
性
的
で
美
し
い
海
岸
線
が
連
続

す
る
こ
の
新
国
立
公
園
構
想
は
、
実
現
す

れ
ば
大
き
な
人
気
を
呼
ぶ
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。

　

ま
た
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
、
仙
台
市
と

八
戸
市
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
も
７
年
程
度

で
緊
急
整
備
す
る
方
針
を
国
土
交
通
省
が

示
し
て
い
る
。
物
流
面
な
ど
か
ら
計
り
知

れ
な
い
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

震
災
時
な
ど
の
物
資
輸
送
や
安
全
安
心
な

避
難
の
経
路
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
「
八
戸
市
の
目
指
す
創
造
的
復
興
は
震
災

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
、
ま
さ
に
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
全
国
の

都
市
が
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
種
支
援
活

動
は
本
当
に
涙
の
出
る
ほ
ど
有
難
い
も
の

で
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
東
北
地
方

に
は
ご
承
知
の
よ
う
に
ま
だ
本
格
的
な
復
興
に
踏
み

出
せ
な
い
地
域
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
へ
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
復
興
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
八
戸
市

に
も
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ

さ
い
」（
小
林
市
長
）

　

震
災
を
バ
ネ
に
「
よ
り
強
く
、
元
気
で
、
美
し
い

郷
土
」
の
構
築
を
目
指
す
八
戸
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

復
興
を
本
格
化
で
き
な
い
す
べ
て
の
ま
ち
へ
の
「
元

気
の
呼
び
水
」と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
た
い
。�

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

最盛期には2〜４万羽のウミネコが全国から集まり繁殖する蕪島（国指定特別天然記念物）

八戸ポータルミュージアム「はっち」の外観

集会も料理教室もすべて公開で実施されるのが「はっち」
の特徴

八戸三社大祭発祥のおがみ神社に奉納される「法霊神楽」
をモチーフにしたからくり時計（はっちひろば）

八戸を代表する祭礼「八戸えんぶり」のクライマックス一斉摺り（国重要無形民俗文化財） 日本の渚百選「種差海岸」は三陸復興国立公園の目玉（写真は鳴砂の「大須賀」）
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